
社会教育実習等報告書 
 社会教育実習・インターンシップ・サービスラーニング実習 

趣  旨  大学との連携・協力のもと社会教育実習等を受講する学生を対象として、

青少年教育の現状及び青少年教育施設の役割について、体験を通して学習す

る機会を提供するために社会教育実習生等の受け入れを行う。 

期  間 平成２８年９月１１日（日）～平成２９年３月５日（日） 

募集人員 

（募集結果） 

社会教育実習     （東北学院大学７名) 

インターンシップ   （福島大学１名） 

コミュニティサービスラーニング実習（昭和女子大２名 桐蔭横浜大学７名） 

①  事業の特色 

 この事業は、社会教育実習等を希望する学生に対して体験を通した学びの機会を提供する

ことを目的に、自然の家の業務を通した実習を行った。また、期間中に利用している小学校

のプログラムや教育事業の補助として参加し、社会教育についての理解を深めた。 

〈実習内容〉 

 ・講義：3単位 

 ・実習：教育事業の補助、研修支援の補助、団体プログラム参加、施設環境整備 

学生自主プログラム等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設整備研修】              【教育事業 運営補助】 

   宿泊部屋の点検を行いながら         教育事業の運営補助をしながら 

社会教育施設の理解を深めた。        プログラム構成や実施方法を学んだ。 

②  事業の成果と課題 

〈事業の成果〉 

・ 自然の家の業務や事業を通して、社会教育施設や社会教育事業について学ぶ機会を提供す

ることができた。 

・ 学生自主プログラム「生活環境に関わる精神的安定とその成果の調査」をテーマに利用団

体の小学校と連携を取り調査研究を行った。 

〈事業の課題〉 

・ 施設整備日や教育事業に実習日程を重ねたいのだが、大学側との日程調整が難しい。 

・ 連携をとる利用団体とのプログラム連絡調整が難しい。 

③  その他 

・ セカンドスクールの教育支援スタッフとしても関わる場合があるため、どの学生に対して

も充分な事前指導を行っていく必要がある。 

・ 長期間の実習になることが多いので、実習生の体調管理やメンタル面での補助をしていく

必要がある。                    （企画指導専門職 西村 孝幸） 


